





















































































































































































































































































































































































































































































番号 入　手　地 入手年月 検出農薬 検：出値（PPIn）
1
2
3
4
雲南省昆明
雲南省昆明
雲南省昆明
広西壮族自治区桂林
2005．3
2005．3
2005．3
2003．8
クロルピリホス
クロルピリホス
パラチオン
クロルピリホス
0．02
tr
O．03
0．03
tr＝　〈0．02
　両農薬は殺虫剤であるが，パラチオンは毒性が強いため
日本では特定毒物に指定されており，農作物への使用は認
められていない．クロルピリホス及びパラチオンはライチ，
ほうれんそう等の中国産農産物からも検出されている8　’0）．
　攻塊花はローズ油の原料以外に，攻塊花茶として，ある
いは紅茶，ハーブティーなどにブレンドし利用されている．
攻塊花は農産物等の食品分類表には記載されていないが，
その他のハーブに分類され（厚生労働省医薬食品局食品安
全虚聞準審査課見解），食品衛生法においてパラチオン
0．4ppm，クロルピリホス1ppmの残留基準値が設定され
ている．水分含量を考慮して生鮮状態に換算しても，今回
の検出値はいずれもこれらの基準値を下回った．
　著者らは生薬中の残留有機リン系農薬の分析において，
山茱萸（サンシュユCo物％ε顔厩欄傭SIEBoLD　et　ZuccAR－
INIの偽果の果肉を乾燥したもの），蘇葉（シソーP厩磁
〃％∫6∫66η∫BRITToN　var．αo磁αKuDoまたはチリメンジソ
P6〃Zα〃漉so鋭s　BRITToN　var．67ゆσDEcAIsNEの葉及び
枝先を乾燥したもの）及び遠志（イトヒメハギPo塘磁
競π肋磁WILLDENowの根を乾燥したもの）からパラチオ
ン，陳皮（ウンシュウミカンC伽％∫観∫勿％MARKOVICHま
たはα〃％∬読6％鰯αBLANcoの成熟果皮を乾燥したもの）
からクロルピリホスを検出している2）．また，農薬の検出
率を部位別に見ると，果皮を含む果実及び葉部，根皮を含
む根部の順に高いことを報告している2）．今回，中国産攻
忠心4検体すべてから有機リン系殺虫剤が検出されたこと
から，果皮を含む果実及び葉部以外に，花を原料とする生
薬についても農薬検出率が高いことが推察された．これら
の中国産生薬については今後も継続調査が必要と考えられ
た．
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